














The Current State of Shopping Districts and Consumer Utilization 




 2.1 『平成24年度 商店街実態調査報告書』における調査結果 
  (1) 商店街実態調査の目的と調査概要 
  (2) 平成24年度調査における主要な結果 
 2.2 『商店街実態調査報告書』における主要項目の時系列的変化 
3. 消費者の商店街に対する意識と利用実態 
 3.1 消費者調査の概要 




















 2.1 『平成24年度 商店街実態調査報告書』における調査結果 
 (1) 商店街実態調査の目的と調査概要 
 商店街実態調査は、全国の商店街の実態をアンケート調査により把握し、今後の商
店街の振興施策の基礎資料とすることを目的に、中小企業庁が実施しているものであ

















































































































































（出所）『平成24年度 商店街実態調査報告書 概要版』、p.5。 
 
3. 消費者の商店街に対する意識と利用実態 

































































標準偏差 0.922、p=0.023 となる。下線の 3 項目に関してのみ、年齢階層のグループ
間で差があり、具体的には、「安全検査済みであっても、福島県産の農産物等は買わな


























































 度数（人） %（全体）＊ % 










鮮魚店 284 185 130 69 58.0 37.8 26.5 14.1 65.1 45.8 24.3 
精肉店 342 233 151 90 69.8 47.6 30.8 18.4 68.1 44.2 26.3 
青果物店 405 321 237 154 82.7 65.5 48.4 31.4 79.3 58.5 38.0 
豆腐店 228 151 89 45 46.5 30.8 18.2 9.2 66.2 39.0 19.7 
和洋菓子店 351 254 165 75 71.6 51.8 33.7 15.3 72.4 47.0 21.4 
パン店 386 320 235 131 78.8 65.3 48.0 26.7 82.9 60.9 33.9 
米穀店 199 75 36 16 40.6 15.3 7.3 3.3 37.7 18.1 8.0 
酒販店 263 118 70 26 53.7 24.1 14.3 5.3 44.9 26.6 9.9 
茶・海苔店 241 75 41 11 49.2 15.3 8.4 2.2 31.1 17.0 4.6 
各種衣料品店 301 128 80 27 61.4 26.1 16.3 5.5 42.5 26.6 9.0 
靴・履物店 243 88 39 9 49.6 18.0 8.0 1.8 36.2 16.0 3.7 
かばん・袋物店 169 32 14 5 34.5 6.5 2.9 1.0 18.9 8.3 3.0 
書籍店 266 186 124 54 54.3 38.0 25.3 11.0 69.9 46.6 20.3 
文具店 233 147 70 27 47.6 30.0 14.3 5.5 63.1 30.0 11.6 
玩具店 101 21 8 4 20.6 4.3 1.6 0.8 20.8 7.9 4.0 
家電店 187 71 35 13 38.2 14.5 7.1 2.7 38.0 18.7 7.0 
花・植木店 300 188 115 44 61.2 38.4 23.5 9.0 62.7 38.3 14.7 
家庭用品 
（日用雑貨）店 218 114 55 32 44.5 23.3 11.2 6.5 52.3 25.2 14.7 
ドラッグストア 374 331 268 177 76.3 67.6 54.7 36.1 88.5 71.7 47.3 
惣菜店 269 170 105 51 54.9 34.7 21.4 10.4 63.2 39.0 19.0 
ファー ストフー ド店 260 222 157 74 53.1 45.3 32.0 15.1 85.4 60.4 28.5 
その他飲食店 268 170 116 53 54.7 34.7 23.7 10.8 63.4 43.3 19.8 
コンビニエンス 
ストア 329 278 211 126 67.1 56.7 43.1 25.7 84.5 64.1 38.3 
個人経営の小規 
模な食品スーパー
178 152 119 74 36.3 31.0 24.3 15.1 85.4 66.9 41.6 
その他 19 18 15 12 3.9 3.7 3.1 2.4 94.7 78.9 63.2 
（注）＊有効サンプル490人に占める割合 
   ①：商店街にあるお店、②：今までに1回でも利用したことのあるお店 














係数 p値 t値 
p値 
（両側）
普段から売られている商品の価格割安感 3.50 3.74 0.266 0.000 -4.970 0.000 
特売されている商品の価格割安感 3.52 3.82 0.242 0.000 -6.338 0.000 
新商品・流行品の品揃えの豊富さ 2.93 3.70 0.128 0.005 -14.762 0.000 
定番商品の品揃えの豊富さ 3.22 3.83 0.189 0.000 -12.687 0.000 
欠品状況（欠品のなさ） 3.16 3.70 0.287 0.000 -12.422 0.000 
商品の新鮮さ 3.57 3.76 0.310 0.000 -4.378 0.000 
商品の美味しさ 3.56 3.67 0.365 0.000 -2.629 0.009 
商品の安全性 3.41 3.67 0.433 0.000 -7.303 0.000 
商品パッケージの良さ 3.11 3.50 0.270 0.000 -9.895 0.000 
品質表示の詳しさ 3.08 3.58 0.242 0.000 -11.619 0.000 
品質表示の正確さ 3.15 3.55 0.300 0.000 -10.141 0.000 
店員の商品知識の豊富さ 3.33 3.36 0.276 0.000 -0.588 0.557 
接客対応サービスのレベルの高さ 3.32 3.43 0.318 0.000 -2.589 0.010 
店員とのコミュニケーションの取りやすさ 3.47 3.34 0.348 0.000 3.114 0.002 
お店独自のサービスの充実さ 3.37 3.50 0.380 0.000 -3.471 0.001 
家からの近さ（来店所要時間） 3.80 3.81 0.395 0.000 -0.138 0.890 
交通の便の良さ（自宅および勤務先から） 3.76 3.80 0.436 0.000 -0.928 0.354 
駐輪場の広さや使いやすさ 2.85 3.50 0.278 0.000 -11.712 0.000 
駐車場の広さや使いやすさ 2.64 3.42 0.296 0.000 -13.430 0.000 
チラシ広告の情報の多さ 2.81 3.70 0.192 0.000 -16.167 0.000 
テレビ・ラジオによる情報の多さ 2.30 2.82 0.534 0.000 -12.154 0.000 
インターネットによる情報の多さ 2.33 2.99 0.398 0.000 -13.894 0.000 
クチコミによる情報の多さ 2.65 3.00 0.514 0.000 -8.329 0.000 
特売など催事イベントの充実さ 2.88 3.49 0.300 0.000 -12.507 0.000 
買物の快適さ 3.29 3.71 0.315 0.000 -9.438 0.000 
商品の見つけやすさ 
（商品や売場の見つけやすさ） 3.37 3.72 0.354 0.000 -8.329 0.000 
複数種類の商品の買回りのしやすさ 3.17 3.69 0.255 0.000 -11.254 0.000 
休息所、トイレなどの設備レベルの充実さ 2.58 3.53 0.168 0.000 -16.813 0.000 
買物の楽しさ（買物をすることの楽しさ） 3.14 3.52 0.324 0.000 -8.613 0.000 
店舗の外観雰囲気の良さ 2.99 3.53 0.326 0.000 -12.771 0.000 
店舗の内装雰囲気の良さ 2.99 3.59 0.308 0.000 -14.086 0.000 
売場レイアウトの楽しさ 3.01 3.49 0.384 0.000 -12.368 0.000 
陳列方法の楽しさ 3.00 3.45 0.359 0.000 -10.742 0.000 
環境に配慮した商品の提供 2.99 3.40 0.373 0.000 -10.326 0.000 
地域特性を活かした商品の提供 3.25 3.36 0.363 0.000 -2.658 0.008 
環境に配慮したサービスの提供 3.03 3.36 0.436 0.000 -8.990 0.000 
















































 平均値 標準偏差 
低価格商品の提供の充実 3.87 0.830 
価格割安感のある商品の提供の充実 3.96 0.785 
最新・流行の商品の提供の充実 3.59 0.837 
安全性・信頼性のある商品の提供の充実 3.91 0.783 
専門性の高い商品の提供の充実 3.80 0.789 
環境に配慮した商品の提供の充実 3.58 0.821 
地域特性を活かした商品の提供の充実 3.92 0.798 
安全性・信頼性のあるサービスの提供の充実 3.89 0.809 
専門性の高いサービスの提供の充実 3.77 0.811 
環境に配慮したサービスの提供の充実 3.57 0.789 
地域特性を活かしたサービスの提供の充実 3.83 0.815 
サービス施設・娯楽施設の充実 3.45 0.910 
営業時間の延長 3.43 0.934 
深夜利用可能な店舗の増加 3.17 0.955 
イベントや行事などの地域振興の中心的役割強化 3.51 0.849 
子育てなどの生活サポートの場としての役割強化 3.37 0.971 
高齢者の生活サポートの場としての役割強化 3.71 0.937 
買物代行サービスの拡充 3.55 0.939 
店員とのコミュニケーション強化 3.40 0.867 
飲食店の増加 3.49 0.923 
商店街設備の近代化促進（アーケードや街路灯の設置・改修、カラー舗道化など） 3.57 0.879 
駐輪場・駐車場の整備 3.76 0.924 
スタンプサービス・ポイントサービス・クーポンの充実 3.83 0.877 
インターネットを利用した商店街の紹介 3.36 0.906 
商店街や地域独自のキャラクターの採用 2.95 1.026 
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（p=0.007）、「営業時間の延長」は 20 歳代：平均値 3.85 と 60 歳代：平均値3.25（p=0.009）、
「深夜利用可能な店舗の増加」は20歳代：平均値3.73と30歳代：平均値3.20（p=0.048）、20
歳代：平均値3.73と50歳代：平均値3.04（p=0.003）、20歳代：平均値3.73と60歳代：平均
値3.05（p=0.002）、「子育てなどの生活サポートの場としての役割強化」は20歳代：平均値3.85
と50歳代：平均値3.14（p=0.002）、20歳代：平均値3.85と60歳代：平均値3.22（p=0.006）、
30歳代：平均値3.63と50歳代：平均値3.14（p=0.003）、30歳代：平均値3.63と60歳代：平
均値3.22（p=0.012）、「高齢者の生活サポートの場としての役割強化」は30歳代：平均値3.48
と60歳代：平均値3.86（p=0.022）の年齢階層グループ間に差がある。 
 
